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問い合わせはDMから⬇

　地域をより良くするために、市民が自主的に取り組む「市民活動」。賑わいづくりや
文化交流、環境保護や子育て支援など、多彩な活動が私たちのまちをもっと豊かにし
ています。 だれでも気軽に参加できる市民活動を知り、一歩踏み出してみませんか？ 

　市民活動をする上では、「協働」という考え方がとても大切です。
協働とは「市民・企業・行政などさまざまな主体が、その特性や強
みを生かして、地域の課題を解決するために協力していくこと」
をいいます。つまり「みんなで力を合わせて、結城のまちをつ
くること」といえます。 

　では、なぜいま協働が必要なのでしょうか？人口減少や少子高
齢化、コミュニティの希薄化など、地域を取り巻く環境は大きく
変わっています。自治組織や伝統行事などを継続できなくなる地
域がますます増え、加えて地方財政の硬直化が進み、今までの行
政サービスを維持できなくなることも考えられます。これらの課
題に、個人だけ・一団体だけで対処することは極めて難しいでしょう。

　そんな未来を迎える前に、今からできることはないのか？ 
それが「市民活動」です。自分たちでできることから始めてみる、
自分のためじゃなく地元のためになることをしてみる、そんな思
いを共にする仲間で協働することで、少しずつまちが変わってい
きます。

　私が地域活動を始めるきっかけとなったのは、子育て広場で声をかけてもら
い、桑畑での収穫を手伝ったことでした。その経験がとても楽しく、桑の実の
収穫やジャムの加工品作り、PR活動に携わるようになり、地域との関わりが深
まりました。特に、桑畑で鳥のさえずりを聞きながら作業する時間など、自然
に触れる時間は心が癒される貴重な瞬間です。
　また、多くの人たちと出会えること、さまざまな世代が自由な雰囲気で意見
を交換できることは、この活動の大きな魅力。子どもたちも世代間交流を体験
して、豊かなコミュニケーションを育んでいると感じま
す。しかし、課題もあり、平日日中の活動では人手不足
に悩むことが多いです。良い活動でも継続の難しさを痛
感しています。
　これからは桑の魅力を広めるため、PR活動にさらに
力を入れていきたいです。市内小中学校の給食で桑の実
ジャムを提供した際、「おいしかった」  「また食べたい」
という子どもたちの感想を聞き、とてもうれしく思いま
した。この活動を通じて、結城の特産品として桑の実を
広げ、地域をもっと豊かにしていきたいと思っています。
まちづくり研究会は人とのつながりを感じられる素敵な
場所です。気になる方はぜひ一度参加してみてください。
新しい出会いや学びが待っているはずです。

　では、活動を共にする仲間をどのように見つけれ
ばいいのでしょうか？それは、「楽しいことや面白
いことを接着剤にして事業を企画する」ことです。
楽しい、うれしい、面白い、おいしい、健康に良い、
懐かしい、趣味、教養、娯楽、食事 といった、皆に
共通する要素こそが人々をつなげます。 

　例えば、近くの集会所に集まってお茶を飲みなが
ら世間話をする、これも立派な「つながりづくり」で
す。知人や友人と一緒にご飯を食べたり汗を流すこ
とで、心や気持ちがつながります。同じ思いをもつ
人々が集まると、協働が生まれやすくなります。

市民活動PROFILE No.1

主　な　活　動

NPO法人
結城まちづくり研究会

協働
みんなで力を
合わせて

まちをつくること

～子どもたちが誇れるまちへ～
　紬のふるさと結城市には、以前は町中のどこにでも桑の木があり、
子どもたちが学校の帰り道にこの実を頬張る姿が日常だったそうです。
そんな日常の風景を今の子どもたちに残すべく、桑畑の手入れや
当時の文化、昔ながらの遊びを伝えていく活動などをしています。

会が管理運営している桑畑で毎年6
月初旬に収穫体験を実施しています。

【桑の実摘み体験交流会】 【昔遊び体験】
土に直に触れ、ゆっく
りと交流を楽しむなど普
段は味わえない体験の
場を提供しています。

【まちけん畑】

「本」を介した地域コミュニケーション
を目指す定期私設図書館です。　

【マチケン文庫（栞時）】 結城近隣の農家さんや作家さん
が、その時々にできたものを持
ち寄り、桐箱の中で販売します。

【桐箱朝市】 子ども服や子ど
も用品のおゆず
り＆交換会の場
を提供していま
す。 （月1回程度
開催）

【ぐるり結城】

市 民 活 動
まちを豊かにする

市まちづくり協働課　TEL 54-7008問

「楽しい」ことや
「面白い」ことを
接着剤に

▲新たに企画した「みそ作り体験」

結城まちづくり研究会

川上  多恵さん
かわかみ た え

　NPO法人設立20周年記念事業として、桑の実
ジャムを市内小中学校の給食に提供しました。

桑の実ジャムが給食で登場しました

活動が気になる方は
インスタグラムをチェック！

▲桑の実ジャムを味わう子どもたち

■マチケン @yuki_machiken
■桐箱朝市 @kiribakoasa1
■ぐるり結城 @gururi_yuki

特集 「令和8年度 結城市予算」 は、5月号に掲載予定です。
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